
埼玉弁護士会　副会長就任にあたり（弁護士　伊須　慎一郎）
弁護士　伊須　慎一郎

平成２６年度埼玉弁護士会副会長を担当させていただくことになりました。修習期は５５期です。

これまで、埼玉弁護士会の会務は、市民集会実行委員会に時々顔を出す程度でしたので、ほとんど会内の運営状況・実態を知らず、果たし
て副会長の重責が務まるのか心配でした。

しかし、執行部の先生方は、大倉会長を筆頭にみなさん、明るく、真面目な方ばかりですし、事務局のみなさんも河上事務局長を筆頭にみ
なさん頼りになりますので、大船に乗った気持ちでやっていこうと考えいています。

就任以来２ヶ月が経とうとしていますが、弁護士会は課題山積です。

集団的自衛権の行使を容認しようとする政府の動きに対し、弁護士会に何ができるのか、今年１２月までに施行される予定の特定秘密保護
法を廃止・無力化できるか、解雇自由社会・残業代ゼロ社会などの労働法制改悪の動きを止め、格差社会の是正を図る取り組み、政党を超
えて国会議員の支援が広がっている司法修習生給費制復活の問題などは、様々な市民団体のみなさんなどと連携できるかどうかという問題
があります。

また、弁護士業務の効率化を図るために２３条照会制度の運用整備（理由のない回答拒否事案などへの対応）、弁護士会法律相談の拡充・
充実、広報活動なども、担当委員会の先生方のご努力には頭の下がる思いです。

会内には約６０の委員会がありますが、会員の先生方のお力をお借りして、課題に１つ１つ取り組みたいと思っています。何とか１年間頑
張りたいと思いますので、１年間よろしくお願いします。

「伝説の裁判官」　吉田久大審院判事（弁護士　伊須　慎一郎）
弁護士　伊須　慎一郎

私は、２０１３年１１月１７日、生まれて初めて、劇団の舞台を観ました。劇団俳優座が新宿紀伊国屋ホールで公演した「気骨の判決」で
す。
何となく手に取ったチラシに、戦前、大政翼賛会による翼賛選挙を、選挙妨害があったとして無効にした裁判官がいたという内容で、目を
疑いました。
なぜなら、現憲法下においてすら、三権分立により内閣、国会から対等かつ独立し、法と良心に従って判断しなければならない最高裁判所
が、議員定数不均衡問題について国会に遠慮する判断を繰り返したり、最高裁・下級審を問わず、企業の利益ばかり配慮し、非正規労働者
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に不利益を押し付ける不公正な判決ばかりで、裁判官に対する不信が募っていたからです。
チラシを見た瞬間、これは絶対観なければならないと、妻と一緒に新宿に出かけました。

昭和１７年の衆議院議員選挙の際、東条英機首相の下、戦争に国民を総動員するための組織「翼賛政治体制協議会」から推薦されない候補
（非推薦候補）に対する選挙妨害が全国で行われました。
それに対し、各地で選挙無効の訴訟が提起されましたが、日本全体が戦争に勝つことが一番大事だとされるなかで、昭和１８年には大審院
の他の民事部で次々と選挙有効の判決が出ました。
しかし、吉田判事は、選挙妨害があったとされる鹿児島に出張して２００人近くの証人尋問を実施しました。
吉田判事は十分な審理を尽くしたうえで、政府の圧力、特高警察の監視、裁判所内部での圧力に屈せず、他の民事部の有効判決に追随する
ことなく、法と正義に従い、昭和２０年３月に選挙無効の判断を出したのです。

吉田久判事は、こう言っています。
「わたしは死んでもいい、裁判官が事件の調べに行って殺されるのは、あたかも軍人が戦地に臨んで弾に当たって死ぬと同じ事だ、悔ゆる
ことはない。」
「私は、この判決をするにもいささかの政治理念には左右されなかった。もし、判決が時の政治理念に支えられてなされたとするならば、
その判決は不純であり、死んでいると考える。」

私は、吉田久判事、「気骨の判決」（新潮新書）の著者ＮＨＫの記者清永聡さん、そして、劇団俳優座のみなさんに、勇気を頂き感謝して
います。
吉田判事のような覚悟はできませんが、２０１４年もくじけず頑張らないといけないと決意しているところです。
今年もよろしくお願いします。

自民党「日本国憲法改正草案」の下で暮らすのはごめんです。
（弁護士　伊須　慎一郎）
弁護士　伊須　慎一郎

７月２１日参議院選挙の結果は、憲法改正、原発再稼働、ＴＰＰ、首切り自由の正社員制度などを推し進めようとする自民党が公明党と合
わせて過半数の議席を獲得しました。

自民党改革草案を読む
ところで、みなさんは自民党が昨年４月に発表した「日本国憲法改正草案」と「日本国憲法改正草案Ｑ＆Ａ」をご覧になりましたか？
私は最初に読んだ時に目を疑いました。
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安倍首相・自民党は、自衛隊を「国防軍」という名実ともに立派な軍隊にして、日本をアメリカと一緒に戦争をする国にしたいようです。
戦争になったら国家のために従順に命を捧げる。日本を戦争する国に変えるためには、国民は元首である天皇を敬い、国旗・国歌「君が代」
を尊重しなければなりません。教育の現場でも、今まで以上に国旗掲揚・国歌斉唱の押し付けが正当化され、横行します。それが安倍首相・
自民党の考える「普通の国」なのだそうです。

そのような抑圧された社会の中でも一部の人は、政府のやっていることはおかしいと「戦争反対」、「原発再稼働反対」、「生活保護の切
り下げ反対」などの集会やデモ行進を行います。政府は社会秩序（平穏な生活）に反する集会やデモだとレッテルを貼って、表現活動の自
由を大幅に制限します。大規模なデモに発展した場合には、治安出動といって「国防軍」がわれわれ「国民」に銃を向ける危険すらあります
（草案９条の２第３項）。まるで明治憲法に逆戻りで、私たち国民は国家の家来「臣民」ということになります。

これらの内容は自民党「憲法改正草案」のおそろしさのほんの一部です。

学習会の講師活動を開始
私は、私たち国民から平和な暮らしと人権を奪う自民党の「憲法改正草案」には反対です。

私が所属する自由法曹団埼玉支部には約１００人の弁護士がいます。今年の２月から、市民団体のみなさんを対象に、憲法学習会の講師と
して無料で弁護士を派遣する講師活動を開始しました。この７月２２日までの半年ほどで、なんと１００件を超える学習会の講師依頼があ
りました。憲法学習会の講師は初めてという若手弁護士も２０人を超えました。
もちろん、ベテラン弁護士も頑張っています。わたしたち埼玉総合法律事務所の弁護士も約４０件の講師を担当しており、事務所内での改
憲阻止の取り組み、結束も日増しに強くなっています。

参議院選挙は自民党の圧勝でしたが、みなさんと一緒に安倍首相・自民党が私たちに押し付けようとしている「戦争するための憲法」を許
すことなく、現在の平和憲法を守りぬきたいと決意しています。

自由競争社会と人にやさしい共生社会（弁護士　伊須　慎一郎）
弁護士　伊須　慎一郎

１２月１６日に衆議院議員総選挙・都知事選挙が行われます。選挙の結果はこの原稿を書いている現時点では分かりませんが、自由競争・
自己責任を声高に叫ぶ勢力（＝強い者が弱い者に邪魔されるのはおかしいという考え方）が多くの議席を獲得することを危惧します。例え
ば、橋下徹氏は最低賃金制の廃止をうたっていますが、最低賃金の規制がなくなれば、使用者と労働者は対等でないこと（圧倒的に使用者
が強いこと）、現在の経済情勢の下、十分な雇用がないことなどからすると、年収２００万円以下のワーキングプアを大幅に下回る酷い低
賃金労働が蔓延することは目に見えています。
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ところで、労働者の権利や生活を守るはずの裁判官の中にも自由競争・自己責任・契約自由の原則に大きな比重を置き、弱者の立場を顧み
ない人が増えているように感じます。職業安定法４４条、労基法６条に違反する『偽装請負』を軽微な派遣法違反にすぎないと免責した松
下ＰＤＰ事件最高裁判決を構成した裁判官（その後、同判決に追随する裁判官）は、東京電力福島第一原発で命を削りながら除染作業に関
わっている請負労働者（そのほとんどが偽装請負）が、危険手当までピンハネされている実態をどう思っているのでしょうか？　私は、違
法な偽装請負・多重請負を許容し、原発労働者を含めた多くの偽装請負労働者にだけ不利益を負担させるような裁判所の価値判断が社会に
受け入れられるはずがないと信じています。

社会は混迷期に入っていますが、憲法価値を活かし「人にやさしい共生の社会」を目指して新しい１年が始まります。

ダブルスタンダード（弁護士　伊須　慎一郎）
弁護士　伊須　慎一郎

日産自動車の最高経営責任者であるカルロス・ゴーン氏は２０１２年３月期の役員報酬９億８７００万円をもらうようです。
赤字の日産を黒字にしたとか、利益を出しているから、約１０憶円の役員報酬は妥当だという意見もありますが、豊田章夫氏（トヨタ自動
車社長）の役員報酬１憶３６００万円と比べると、あまりにも高すぎるのではないかという批判もあります。

これに対し、ゴーン氏は、グローバルスタンダード（世界の主要企業との比較）からすると、自分の報酬は正当な水準だと反論しています。

ところで、日産自動車は２００８年秋のリーマンショックを理由に、事務系の女性派遣労働者を切り捨てました。
日本では、派遣労働者に代表される非正規労働者は不安定・低賃金の『二重苦』が当たり前のようになっています。

しかし、諸外国を見ると、雇用期間に定めがあるという不安定雇用の見返りに、正社員以上の賃金を保障することにより、『二重苦』を強
いる不正義・不公正な働かせ方を規制しています。

日産自動車は、世界最悪と評価される派遣法すら守らないで、２００８年秋以降に派遣労働者を切り捨てました。
ゴーン氏が、自分に都合良く高額の報酬を正当化するためにグローバルスタンダードを口にするのなら、グローバルスタンダードにとうて
い及ばない世界最悪の派遣法をせめて遵守してからにすべきではないでしょうか？　
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映画と書籍の紹介と（弁護士　伊須　慎一郎）
弁護士　伊須　慎一郎

１　「ロレンツォのオイル」－意志こそすべて
　事務所ニュースに固いことばかり書くので、伊須の原稿はつまらないという評判です。そこで、妻が見つけてきた「ロレンツォのオイル」
という映画を紹介します。１人息子が難病を患い、医者もお手上げのなか、医療の素人である銀行員夫婦が、図書館で必死に勉強をして、
医者と議論し、治療法を見つけるという実話をもとにしたものです。素人の両親がコミュニケーションが取れなくなった息子を「暗闇」か
ら助け出すために、治療法を探し出す過程は、決してあきらめない意志にまさるものはないと胸が熱くなります。おすすめです。

２　「時の行路」－不法に屈しない
　以前、事務所ニュースで、不当な派遣切りとたたかうＧさんのことを書きました。Ｇさんが主人公の「時の行路」（田島一さん著）とい
う本が新日本出版社から発行されました。「おれたちは都合のいい消耗品じゃない。泣き寝入りはしないぞ、組合をつくってたたかうんだ」
「これから歩もうとしている道も、決して望んで進んできたものでなかった。しかし、人は自らの生きる時代を選ぶことはできない。いま
という時に遭遇した行路を困難があっても、避けずに真っすぐ歩いていくしかないだろう。」

　いすゞ自動車のたたかいは、２０１２年、東京地裁で判決を迎えます。

３
　被災者が苦しんでいる中で、憲法を変えたい勢力が憲法審査会を始動させ、戦争は二度とごめんのはずの日本が武器輸出３原則を緩め、
閉そく感を打ち破るためと強い者が利益を上げる仕組みのＴＰＰに突入し、国民が貧困化するなか派遣法はたなざらしで、公務員バッシン
グ・公務の民営化で国民の目をくらませ、物言わぬ国民を作り上げる教育現場への政治介入など、私たちの生きる時代の行路には次々と難
題がやってきます。不法に屈せず、強い意志をもって、また新しい１年のたたかいが始まります。　　

労働者は都合のいい部品ですか？（弁護士　伊須　慎一郎）
弁護士　伊須　慎一郎

　トヨタ、ニッサン、ホンダ、マツダ、スズキ、いすゞら日本の名だたる自動車メーカーによる大量解雇事件が続発しています。理由は簡
単。景気の落ち込みにより減産態勢に入るので、自動車部品を切り捨てるのと同じように、非正規労働者（派遣社員、期間工）を切るので
す。
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　景気の動向に合わせて人員を調整すること から、非正規労働者は企業の「調整弁」「安全弁」と言われています。広辞苑で調べてみると
「弁」とは「ｖａｌｖｅ」＝「気体または液体の出入調節をつかさ  どる器具の総称」とされています。大企業にとって非正規労働者は自
由に取り外しの効く器具と同じなのかと愕然とします。

　実際、自動車メーカーは下方修正したものの経常利益を上げており、莫大な利益を内部留保しています。株主配当が増えた企業もありま
す。しかし、労働者の息の根を完全に止める大量解雇を行いました。いつ首を切られるか分からない労働者・家族は安心して暮らすことが
困難です。

　安定した職場を確保するためには、大量解雇の原因である派遣法を、労働者保護法に生まれ変わらせないといけません。ところが、昨年
提出された政府の派遣法改正案はさらに規制緩和を許す酷い内容です。

　政府の「名ばかり」改正  案が通常国会で可決されないよう注目しましょう。そして、みんなの声を結集し、労働者が安心して暮らすこ
とができる社会を作りましょう。ｙｅｓ、ｗｅ　 ｃａｎ．

「日本はひとつ」？？？の真っ赤な嘘（弁護士　伊須　慎一郎）
弁護士　伊須　慎一郎

　２０１１年３月１１日の東日本大震災は２万人を大幅に超える死者・行方不明者を出しました。地震と津波により破壊された東京電力・
福島第１原発は冷温停止の安定的状態に至る目処すら立っていません。将来的な放射線による健康被害のおそれが日増しに強くなり、子ど
もが危険にさらされ続けるなか、原発で働く労働者は原発を安定化させるため高線量の放射線を浴びながら懸命に働いています。それなの
に原発を維持しようとする財界は何を考えているのでしょうか？

　日本経済団体連合会は、厚生労働省に対し、「東日本大震災にかかる規制改革要望」として、雇用問題に関して次のような要望を行って
います。

　①偽装請負の適法化（これは、かつてキヤノンの御手洗日本経団連元会長が偽装請負をねじ曲げて適法化しようとして批判されましたが、
懲りることなくまた繰り返しています）

　②派遣を禁止された建設業務への派遣の解禁（被災地の家屋の解体や撤去作業は建物の建築を目的としていないから禁止された建設業務
に該当しないと身勝手な解釈をしていますが、被災者の方の中には建物の再築を望まれている方もいるでしょうし、そもそも建設工事への
派遣が使用者の派遣労働者に対する安全管理を蔑ろにするリスクを全く考えていません）

　③「被災地のみならずオールジャパンで一体となって復興を実現するためには派遣労働者の就業機会を拡大させるべきで」あるとして、
「労働者派遣法における専門２６業務に関する弾力的運用」せよと違法な業務偽装を見逃すように求めています。まだまだ労働者を安く使
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い捨てにする企みが満載されています。安くて使い捨ての仕事があるだけでもありがたく思えという傲慢な考えが剥き出しです。

　日本経団連さん、「日本はひとつ」と美辞麗句のもと、新たな労働者搾取を行うことを即刻やめてください。


